
NO.32
2013.10.1１発行；県内中性子利用連絡協議会

8月29日(木)12時から1時間の昼休みを狙い､(独)日本
力研究開発機構(JAEA)大洗研究開発センター 南食堂で
県内の中小企業が中心となった技術及び製品展示会が実
施されました。参加企業は本協議会会員に加え、茨城県
研究開発型企業交流協会(IRDA)加盟の企業等合計26社
が参加し､各社が自社の得意技術と主力製品をPRしまし
た。会場の食堂は、昼食のために来場された研究者や職
員の方々100余名が立ち寄られ、盛況となりました。

13時30分からは、南食堂にて約100名が参加して企
業向けの研究成果発表会が開催されました。

冒頭、鈴木JAEA大洗研究開発センター所長と野澤県
商工労働部産業政策課長からご挨拶があった後、4名の
研究者から同所の技術シーズが解説されました。まず、
小井氏から時宜を得た｢福島技術開発｣に関する講演があ
り、福島第一原発の廃炉に向けた地道な基盤技術の開発
の具体例が示され参加者の関心を呼びました。更に荒木
氏から｢JMTR及びJMTRホットラボでの技術開発｣、吉
田氏から｢｢常陽｣及びFBR技術開発｣、藤本氏から｢HTTR

及び原子力水素製造技術開発｣など次世代技術に関する期
待豊かな講演があり、参加企業はこれらの開発シーズに
対して参画意欲を触発されました。

ある研究者からは、今後とも継続して企業側からの新
たな情報や技術の提供を期待する声が聞かれました。一
方、企業側からも「研究者とのキッカケつくりに有効」
との前向きの感想が寄せられ､それぞれがWin-Winの許､
本企画継続への賛意を表明していました。

お問合わせ；いばらき量子ビーム研究センター(IQBRC)(TEL：029-352-3301)又は茨城県商工労働部産業政策課産学連携推進室(TEL：029-301-3522)

9月27日(金)11時か
ら(独)産業技術総合研
究所(産総研)共用講堂
に於いて ｢茨城県研究
開発支援型企業展示会
in産総研」が開催され
ました。本企画は茨城
県といばらき成長産業
振興協議会が主催し、
茨城県研究開発型企業
交流協会(IRDA)会員企
業が展示主体となり開

■■■ イベントのお知らせ ■■■

● 理化学研究所見学会のご案内
◆日時：11/15(金) 午後
◆場所：理化学研究所(埼玉県和光市)

・理化学研究所小型中性子源RANS
・仁科加速器センター（主に産業利用関連)

(詳細は事務局からのメールご案内、メルマガNO.32をご参照ください)

研究成果発表会

左から､ 野澤県商工労働部産業政策課長、鈴木JAEA大洗研究開発
センター所長、講演者のJAEA大洗･小井氏､荒木氏､吉田氏､藤本氏

(独)産業技術総合研究所でも
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塑性加工講座を開講します
11月14日開講予定

塑性加工の基礎を学びプレス加工や鍛造・鋳造などの製
造現場での若手技術者の育成と、ベテラン技術者の原理原
則への立ち返りを目的に首記講座を開講致します。

この講座は本協議会のほか、茨城大学と茨城県が主催し
て実施するもので、工業技術センターや茨城大学日立キャ
ンパスを会場として全３回で実施します。詳細は事務局か
らのお知らせをご参照ください。参加料は無料です。

2013.8.292013.8.29

企業技術展示会を各所で開催、熱気の中で盛会に

◆ 新規入会 (合計会員企業数：227社)

・㈱シバソク 萩原 博之 (新事業開発部･筑波R&Dｾﾝﾀｰ長)

〒315-0022 石岡市行里川1-3
電話：0299-56-3567 FAX：0299-24-0781

◆ 担当者変更
・(株)ブイテックス

新担当者：塙 篤司 （電話､ﾌｧｯｸｽ番号は変更ありません）

会員(法人)異動のお知らせ
（H25年10月1日現在／敬称略）

催されたもので、当協
議会会員企業も22社が出展しました。

会場は昼休みを中心に研究者や調達関係者が訪れ、出展
企業は来訪者へのアプローチとニーズ収集に追われ盛会で
した。今回の展示会を契機に、産総研との更なる密接な連
携の下、研究支援と共にビジネスの拡大が期待されます。

産総研展示会会場

於原子力機構･大洗研究開発センター於原子力機構･大洗研究開発センター


